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（施設所管課による評価）

（施設所管課による評価）

  令和７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

令和11年3月31日令和6年4月1日

料金制導入区分 使用料 （直接収納）社会福祉法人　原峠保養園

～

施設所管課

上田市母子寮施設名称

指定管理者名

職員の
配置状況

役職等（職務内容） 計画 実績

施設長 1 1

母子支援員(心理担当、個別支援担当を含む） 9 9

少年指導員及び兼事務員

職員が実施
消防設備点検 年２回 ７月・１月 専門業者に委託
その他設備点検 年１回 ２月 専門業者に委託

管理業務
の状況

作業内容

日常的な館内清掃

給排水、電気、ガス設備の点検

有資格者による法定点検

受水槽の点検、清掃等

施設の
利用状況

毎日

16,122

　生活困窮、ＤＶ等の困難な課題を抱え、福祉事務所の措置により入所した母子を保護し、
生活基盤の安定に向けた就労支援や、親子関係の再構築など自立に向けた支援のほか、
施設退所後の相談にも応じている。入所者の環境が複雑・多様化している中で、支援内容
も多岐にわたっているが、これまでの施設運営のノウハウや専門職の配置などにより支援
体制が確保されている。

2 2

調理員 1 1

嘱託医 1 1

13,650

R6年度実績

延べ利用者数
（Ｒ7）

日 13,650
一日あたり
利用者数

設置目的
配偶者のない女子又はこれに準ずる事情にある女子及びその者の監護すべき児童
を入所させてこれらの者を保護するとともに、これらの者の自立の促進のためにそ
の生活を支援し、あわせて退所した者について相談その他の援助を行う

前年度比

84.7

利用区分等

入所施設

R7年度実績

37365開館日数

参加者数開催日時

設定目標値 達成率

※設定なし

自主事業
の状況

事業・イベント名（内容）

5年間

古畑（108）

1.入所者の保護、支援　2.入所者の自立支援　3.退所後の支援　4.寮内保育
5.児童、生徒の育成　6.就労支援　7.施設及び設備の維持管理

作業項目 回数 実施日 実施状況

日常清掃 １日１回以上 毎日 職員が実施

健康こども未来部 子育て・子育ち支援課 担当者（内線）

指定管理者が
行う業務内容

指定管理期間

定期点検 １日１回以上



【収入・支出の状況】 （金額単位：円）※ 消費税額含む

総合計 801,957 3,890,540 354,178

計 63,741,010 74,253,450 88,222,210

差引 △ 9,294,605 △ 8,482,829 △ 8,646,630

市

歳
入

9,435,621 9,351,217

65,770,621

差引 0 0 0

上田市措置分に対して

歳
出

指定管理料 63,741,010 74,253,450 87,613,890

緊急一時保護委託 608,320

75,398,020

上田市措置者分

計 54,446,405 79,575,580

他市及び県措置・委託料

国庫負担金 18,043,609 19,824,034 19,657,024 上田市措置分に対して

入所分担金 27,300,591 36,489,766 50,564,039

県費負担金 9,021,805

利用者負担金 80,400 21,200 80,000 3,300

計 0 0 00

差引 10,096,562 12,373,369 9,000,808

自
主
事
業

収
入

支
出

支
出

計 0 0 0

5,194,020

計 57,715,565 65,358,522 81,666,060

事務費 4,441,831 4,813,012 6,343,139

その他 305,079 152,539 853,142

5,175,000

1,357,000

71,890,000

事業費 8,140,675 7,845,599 8,592,336

計 67,812,127 77,731,891 90,666,868

人件費 44,827,980 52,547,372 65,877,443

備考

指
定
管
理
者

指
定
管
理
業
務

収
入

指定管理料 63,741,010 74,253,450 87,613,890 上田市

事業収入

項目 令和5年度 決算額 令和6年度 決算額 令和7年度 決算額

763,762 0 608,320 緊急・一時保護委託

その他 3,307,355 3,478,441 2,444,658 入所者光熱水費

令和7年度 予算額

74,319,020

573,000

2,192,000

77,084,020

58,538,000

6,820,000

△ 344,020

4,850,000

0

0

41,829,000

22,097,000

11,048,000

75,054,000

74,319,020

1,079,000



【施設所管課による評価】（全施設共通評価項目）

（施設所管課の評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○

消防設備は法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

第三者への業務委託は適正に行われているか。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

利用者サービス向上の取組

施設利用者への対応

○

○

○

○

○

○

○

施
設
管
理

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。
施設運営に不要な経費の支出がないか。

○

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。

収入の状況
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況 ○

○

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

施設の運営・清掃の状況

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○
光熱水費・環境への配慮の状況

評価項目

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われているか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞なく提出さ
れているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

○

○

○

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整理整頓が行
われているかどうか。

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

判　断　基　準

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されているか。
責任者や指揮命令系統は明確か。

評価

○設備・備品の保守・管理状況

事務手続きの状況

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

管理費用の執行状況は適正か。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、接客マナーや施設利用に係るサービスは適切
であるか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握し、施設運営に
反映する仕組が整っているか。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対する研修
等、適切な対応が行われているか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

安
全
対
策
・
危
機
管
理

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難訓練等、必要
な取り組みが行なわれているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のために必要な対
策が講じられているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入しているか。
（※加入不要な施設は評価対象外）

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施等、漏洩防
止の対策が講じられているか。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法が明確であ
り、適切に管理されているか。

財
務
状
況

経理事務・帳票類の保管等

利用者の安全対策・緊急時の対応

個人情報の保護・施設管理上の秘
密の保持等

○

○

○

○

個
別
事
項

従
業
員
の
労
働
条
件

労働条件の明示、帳簿類の整備等

社会保険・労働保険に加入しているか。

労働条件の内容

各種保険・安全衛生

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されているか。

就業規則が適正に整備されているか。

賃金の管理は適正か。

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生の管理体制は適正か。

36協定が適正に締結されているか。

労働時間の管理は適正か。



↓

指定
管理者

所管課 確認方法（例）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

- - 条例に定めていない

- - 条例に定めていない

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○
事業報告、
実地（目視、聞き取り）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 事業報告

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視、聞取り）

○ ○ 実地（目視）

- - 再委託していない

○ ○ 申請書等

○ ○ 申請書等

- - 福祉施設

- - 福祉施設

- - 市の業務

- - 市の業務

○ ○ 事業報告

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（目視、聞き取り）

○ ○ 決算書

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

事業計画書等に基づき、人員を過不足なく配置している（有
資格者を含む）。

日報や経理帳簿等が法令、協定に基づき保管されている。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われ
ているか。

責任者(代理するもの)が常駐している。

電気・ガス・水道・燃料は、施設の利用状況等に応じて適
切な使用量となっているか。

燃料、光熱水費の使用量は適切である。
（過去３年間と比べて大幅な増減がない）

点検・修理履歴等を記録し、保管している。

設備等に不備が無く、安全に利用できる状態である。

点検・修理履歴等を記録し、保管している。

設備等に不備が無く、安全に利用できる状態である。

使用量の推移について把握・分析をしている。

消防設備は法令等に基づき点検が行われているか。避
難経路に障害物はないか。（※消防設備が不要な施設
は評価対象外）

日常・法定点検は法令のとおりに実施している。

第三者への業務委託は適正に行われているか 市の承認を得て再委託をしている。

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

基本協定書の備品台帳１の備品が過不足なく管理されてい
る。

備品台帳２（指定管理料で購入した備品）及び備品台帳３（指
定管理者が設置した備品）が整備され、過不足なく管理され
ている。

利用者が快適に利用できる状態である。

設備・備品の保守・管理
状況

事務手続きの状況

日常・法定点検は事業計画等に基づき実施している。

上田市指定管理者モニタリング評価実地調査チェックリスト

課  長 係  長 係　員 担　当

条例、仕様書等に従い、開館日、開館時間等を遵守している。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、
施設の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

仕様書等に定めている回数・頻度のとおりに実施している。

施設内外の外観は清潔に保たれ、樹木等や植栽は手入れさ
れている。

評価項目 判　断　基　準 点検内容

施
設
管
理

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格
者が配置されているか。責任者や指揮命令系統は明確
か。

「○」
「×」
「-」

のいずれか
を記入

社会福祉法人　原峠保養園

子育て・子育ち支援課

実地調査実施日 令和８年年８月３日

施設の運営・清掃の状
況

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別に取組
んでいるか

施設内の温度設定や節電、節水等、省エネに関する取組を
行っている。

廃棄物は市の基準に従い分別・処理し、リサイクルの推進等、
排出量を減らす工夫をしている。

光熱水費・環境への配
慮の状況

現金は必ず鍵のかかる金庫で保管し、金庫と鍵の管理は最小
限の職員で行っている。

財
務
状
況

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。 収支予算書と大幅な相違（3割以上）はない。

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われ
ているか。施設運営に不要な経費の支出がないか。

収支予算書と大幅な相違（3割以上）はない。

一般管理費(間接経費)が計上されている場合、金額や根拠
が明らかで、客観的に妥当な内容である。

管理費用の執行状況は適正か

管理業務に関する経費と自主事業等その他の経費が区分さ
れている。

専用の口座、帳簿等を備えている。

市への報告書と帳簿・伝票の整合が図られている。

現金を受領した際は、必ず領収書等を発行している。

経理事務・帳票類の保
管等

施設名 上田市母子寮

指定管理者名

施設所管課名

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。 収入の増加に向けた取組が行われている。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。

条例、規則等に基づいた料金の徴収を行っている。

利用料金の減免は、条例、募集要項等に基づき市の承認を受
けて実施している。

収入の状況
（※無料施設は評価対
象外）

所管課確認欄

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書
等の書類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適
切か。

各種書類が提出期限までに提出された。

記載事項に漏れや不備が無い。

条例と異なる開館日、開館時間等の場合は、市の承認を得て
いる。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守さ
れているか。

避難経路の確保がなされている。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕
が適切に行われているか

4



指定
管理者

所管課 確認方法（例）評価項目 判　断　基　準 点検内容

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（目視、書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り、書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

個人情報保護に関する規定が整備されている。

個人情報の漏洩、紛失等の事故防止対策を講じている。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の
管理者や管理方法が明確であり、適切に管理されてい
るか。

鍵等は管理台帳を作成するなどして所在が明らかになるよう
管理している。

鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の漏洩、紛失等の事故防
止対策を講じている。

割増率は時間外労働は2割5分、休日労働は3割5分、60時
間を超える時間外労働は5割以上となっている。
（中小企業に対する特例措置（60時間を超える時間外労働を
2割5分とできる）の廃止は2023.3.31）

タイムカードやパソコンの履歴など、客観的に確認できる方
法により、始業時刻・終業時刻を把握している。

休憩時間は労働時間に応じて法令のとおり与えられている。

受付や電話対応は、明るくはきはきとしている。

高齢者や障がい者などが施設を利用する際には、声掛けする
などの配慮をしている。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 施設の予約や利用等が公平に行われている。

利用者アンケート結果や意見等への対応内容は職員間で共
有されている。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じな
いよう、職員に対する研修等、適切な対応が行われてい
るか。

職員に対する研修内容・参加人数等は事業計画に沿ってい
る。

従業員の言葉づかい、勤務態度、服装(名札の着用含む)等の
接遇状況は適切か

個人情報の保護・施設
管理上の秘密の保持等

利用者の安全対策・緊
急時の対応

利用者サービス向上の
取組

施設利用者への対応

労働条件の明示、帳簿
類の整備等

労働条件の内容

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任
保険に加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象
外）

仕様書等で定めた施設賠償責任保険に加入している。

補償内容は施設や設備に応じたものとなっている。

施設管理上の秘密を管理する者や管理方法が明確である。

安
全
対
策
・
危
機
管
理

安
全
対
策
・
危
機
管
理

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるととも
に、職員研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられて
いるか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や
苦情等を把握し、施設運営に反映する仕組が整ってい
るか。

利用者アンケート等、満足度調査を実施している。

意見・苦情・要望等に迅速に対応し、対応した内容が記録され
ている。

職
員
の
労
働
条
件

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されている
か。

労働契約書（労働条件通知書）を作成し、本人に交付してい
る。

労働契約書（労働条件通知書）の内容は適正か。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に
整備されているか。

労働者名簿、出勤簿、賃金台帳は作成している。

就業規則が適正に整備されているか。

労働時間の管理は適正か。

所定労働時間は、法定労働時間の範囲内に定められている。

年次有給休暇は勤続年数により付与され、繰越は翌年までと
なっている。年5日の取得義務を遵守している。

賃金の管理は適正か。

最低賃金以上の額が支払われている。

賃金規程等に基づいて計算・支給がなされている。

法定休日は、週1回または4週に4日以上与えている。

時間外・休日労働時間数の算出は、1ヶ月における各々の時
間数の合計となっている。端数がある場合、30分未満は切り
捨て、それ以上は1時間に切り上げている。

36協定の限度時間を超える長時間労働を行っていない。

36協定を締結して、有効期間開始前に労働基準監督署へ届
け出ている。

パートタイマー等の短時間労働者や有期雇用労働者にも付与
している。

年休取得日の賃金は、就業規則等で定めたとおり計算されて
いる。

年休管理簿等で年休管理が行われている。

割増賃金の算定基礎賃金、計算方法は、労働時間数、賃金の
支給単位（時給・日給・月給など）等に応じたものである。

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

有効期間は、1年以内となっている。

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備され
るとともに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれて
いるか。

災害時・防犯等のマニュアルが整備されている。

緊急時の連絡体制が整備されている。

定期的な訓練を行っている。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止
や安全確保のために必要な対策が講じられているか。

事故対応マニュアルが整備されている。

事件・事故等の発生状況と対応した内容を記録している。

日ごろから施設・設備等の状況を把握している。

利用者が気持ちよく利用できるよう、接客マナーや施
設利用に係るサービスは適切であるか。

就業規則は法令（基準法第89条）の事項について作成し、社
内に周知している。

労働基準監督署に届け出ている。

定期的に見直し、法改正に対応した変更手続きが行われてい
る。

36協定が適正に締結されているか。
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指定
管理者

所管課 確認方法（例）評価項目 判　断　基　準 点検内容

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

職
員
の
労
働
条
件

健康診断の記録を作成し、5年間保存している。

安全衛生の管理体制は適正か。

安全管理体制が整備されている。

法定責任者（安全管理者、衛生管理者、推進者、産業医等）を
選任している。

定期健康診断は年1回以上実施している。

社会保険・労働保険に加入しているか。

要件を満たす者は労働保険（労災保険、雇用保険）に加入して
いる。

要件を満たす者は社会保険（健康保険、厚生年金保険）に加
入している。

各種保険・安全衛生
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【指定管理者による自己評価】（セルフモニタリング）

(１)令和7年度（令和7年4月1日～令和8年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

①利用者が心を癒し、安心した環境の下で生活が送れるように施設環境にも目を向け月1回の避難訓練、
年1回の不審者対応訓練、防犯カメラの常時確認等、安全管理の強化を継続的に行っています。
②業務継続計画（BCP）に基づき、施設公式LINEを活用した利用者の安否確認訓練を実施しました。
③法人で個人情報を含むデータ管理方法を見直し、職員数に応じたパソコンの導入、USBによる保存を
なくし、法人本部とネットワークサーバーでデータ管理を集約して情報の流失を防ぐよう強化しました。
④新規利用者の積極的な受け入れに力を入れ、令和7年度は年間で6世帯を受け入れた。
⑤令和６年度から２人目心理担当職員を配置して取り組んでいることに加え、新たに親子支援事業担当職
員を配置して主に施設を退所した母子の他、地域で生活する親子を対象にした支援を提供しました。
⑥年2回「要望解決定例会」を開催し、寮内の要望苦情の報告をもとに、第三者委員を交えて改善への取
り組みを検討しました。また第三者委員が直接利用者（児童）と話をする機会も設けました。
⑦年に2回全居室内点検を上田市福祉事務所に依頼しています。居室内の不備や修繕箇所が無いかを確
認することで、利用者が暮らしやすいように環境を整えています。食中毒などが発生する時期には居室点
検の後、衛生管理についてのおたよりを個々に周知しています。
⑧大学教授や児童相談所児童心理司に講師を依頼し、施設内研修会を実施しました。理論を学び、実践と
結びつけることで支援の振り返りができ、利用者への支援の質の向上に繋げることができたと思います。

②経費節減に対する取り組み

　各居室の照明を随時LED化し、消費電力の削減に取り組みました。

③その他

　体調不良の利用者は浴室を分ける等の対応をし、感染症予防に努めました。また、施設内で感染性胃腸
炎が流行した際は、保健所に対応や経過を報告、相談をし、感染拡大防止に努めました。

(２)指定管理業務実施上の課題

①築年数が古くなっている施設の改築・設備の更新等が課題になります。建物の老朽化や浴室が共同で
あること等、ハード面の課題により、見学後に入所に至らないケースもあります。
②多様化するニーズへの対応と運営の安定化、及び施設を担う施設職員の人材確保・育成の必要性を感
じます。

(３)次年度以降の取り組み

①特別な支援を必要とする母親や子供の入所が増えている中、職員は母子に対して養育・支援及び助言
が適切に行われるように研修を通して必要な知識及び技術の習得、維持が必須であると考えます。施設
内外の研修参加及び実施に向け職員が参加できる環境を整える事や研修内容を経験年数に合ったもの
を提供していくなどの配慮をし、研修の充実を目指します。
②親子レスパイトの取り組みを行い、母親の休息、子どもにとっても安心して過ごせる環境を整え、母子双
方の心身の安定を図ります。また、ペアレントプログラムを実施し、虐待や不適切養育の防止、よりよい親
子関係の構築を支援します。
③母子一体で支援を受ける事が出来る施設の特徴など困難を抱える母子家庭や関係機関に効果的に周
知することで、母子生活支援施設が円滑に利用できるように積極的活動を行います。それには、各機関と
の連携強化を構築していきます。
④入所から退所まで切れ目のない支援が提供できるように、退所後も必要に応じて相談や医療受診に繋
がるように担当職員を配置し窓口を明確にすることで地域支援の充実を図ります。
⑤ドアホンの導入を行い、安全管理の強化を図ります。
⑥古い遊具の撤去を進めます。

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

①令和７年度は年間で4３件の苦情と７件の要望がありました。最も多かった苦情が利用者間トラブルに
ついてで１９件、次に支援について1７件、設備について6件となっています。利用者間トラブルでは職員
間で情報共有を行い、同様の苦情につながらないように利用者に働きかけました。早期に対応した事で大
きなトラブルへと発展することはありませんでした。
要望ではベランダに出る虫を駆除して欲しい、居室に自分の部屋がほしい等の内容があり、虫の駆除や、
各家庭に応じた助言や対応を行っています。
②子ども会で「どんな活動をやりたいか」アンケートを行い、おやつ作りや外出等、子どもの意に沿った活
動を取り入れました。
③寮内の生活がより充実するように、利用者全員にアンケートを実施しました。アンケート結果については
利用者運営委員会や職員間で共有し、改善に向けて備品の設置等を行いました。

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）


